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市
で
は
、
地
域
の
企
業
が
道
路
の
清

掃
や
植
栽
の
剪
定
、
除
草
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
「
り
っ
と
う
美み

知ち

メ
セ
ナ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
美
知
メ
セ
ナ
」
は
歌
集
「
万
葉
集
」

で
「
み
ち
」
を
表
現
し
た
「
美
知
」
と
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
企
業
に
よ
る
芸
術
や
文

化
な
ど
の
援
護
活
動
を
表
す「
メ
セ
ナ
」

を
あ
わ
せ
て
名
付
け
ら
れ
た
、
道
路
愛

護
活
動
。
県
道
を
対
象
に
し
た
「
美
知

メ
セ
ナ
」は
滋
賀
県
が
実
施
し
て
お
り
、

市
内
で
９
企
業
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
市
で
は
平
成
25
年
度
か

ら
市
道
を
対
象
に
「
り
っ
と
う
美
知
メ
セ

ナ
」
を
実
施
し
、
現
在
、
16
企
業
が
登
録
。

月
１
回
以
上
、
植
栽
帯
内
の
除
草
・
剪
定

や
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
身
近
な
道
路
が
企
業
の
力

に
よ
り
美
し
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

①②③④㈱リチウムエナジージャパン⑤（３ページ）甲共舗道㈱の清掃活動。月一回の活動で多くのごみや雑草などが集まります。

周
辺
企
業
の
力
で

市
道
を
美
し
く
保
つ

地域企業がボランティアで

道路を美しくする

「りっとう美
み

知
ち

メセナ」。

１

２３４

育
む
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

　
「
と
も
に
育
も
う
、
い
つ
ま
で
も
自
然
あ
ふ
れ
る
元
気
都
市
栗
東
」。
こ
れ
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

「
第
二
次
栗
東
市
環
境
基
本
計
画
」
で
、
理
想
と
す
る
ま
ち
の
姿
で
す
。

　

市
内
各
所
で
栗
東
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
育
み
、
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
個
々
の
活
動
が
大
き
な
輪
に
な
り
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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辺
だ
け
で
な
く
、
普
段
利
用
し
て
い
る

手
原
駅
の
ご
み
拾
い
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
語
る
、
人
事
総
務
課
長
の

奥
田
博
彦
さ
ん
と
担
当
の
森
安
史
さ
ん
。

　

森
さ
ん
は
、
毎
月
社
員
に
、
週
間
天

気
予
報
、
写
真
、
清
掃
区
域
の
地
図
な

ど
を
入
れ
た
分
か
り
や
す
い
案
内
を
し

て
、
参
加
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
「
遠
方
か
ら
通
勤
す
る
社
員
も
多
い
で

す
が
、
全
社
的
に
参
加
率
が
高
い
で
す
。

協
力
会
社
の
人
も
自
主
的
に
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ご
み
は
毎
月
ビ
ニ
ー
ル
袋

で
約
20
袋
集
ま
り
ま
す
。
新
し
い
道
の
開

通
に
よ
り
、
周
辺
の
交
通
量
が
増
え
た
せ

　

登
録
企
業
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
「
り
っ
と
う
美
知
メ
セ
ナ
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
、
㈱
リ
チ
ウ
ム
エ
ナ
ジ
ー
ジ

ャ
パ
ン
。
毎
月
１
回
、
就
業
前
の
８
時
30
分

か
ら
約
30
分
の
間
、
社
員
の
皆
さ
ん
が
清
掃

活
動
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
５

月
ま
で
の
実
施
回
数
は
48
回
を
数
え
、
昨
年

度
は
、
毎
月
約
60
人
、
計
６
８
１
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
会
社
周
辺
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、『
り
っ
と
う
美
知
メ
セ
ナ
』
へ
の
参

加
は
自
然
な
流
れ
で
し
た
。
当
初
は
、
環
境

管
理
委
員
会
と
役
員
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
も
う
一
歩
活
動
を
進
め
て
、
全
社
員

に
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
工
場
周

い
か
、
特
に
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ポ
イ

捨
て
ご
み
が
増
え
ま
し
た
。
一
部
の
社
用

車
に
は
、
い
つ
で
も
ご
み
を
拾
え
る
よ

う
な
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
は
雑
草
が
非

常
に
繁
殖
し
ま
す
の
で
、
除
草
に
力
を

入
れ
る
な
ど
、
今
後
は
季
節
な
ど
に
よ

り
重
点
的
に
取
り
組
む
箇
所
を
変
え
て

活
動
で
き
た
ら
」
と
続
け
る
二
人
。

　

通
学
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る

道
路
が
、
周
辺
企
業
の
皆
さ
ん
の
力
で

美
し
く
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

企業名 場所 登録年度 距離（m）
㈱新洲 安養寺

H25

190
甲共舗道㈱ 辻～高野 1,760
㈲大拓建設工業 手原 460
㈱三立建工 小野～上砥山 700
栗東総合産業㈱ 小平井 558
㈲ヴァンテック 小平井 558
㈲完山建設 小野

H26

100
冨永建設 小野 100
㈲宮城組 小野 100
㈱スマイ印刷 川辺 330
㈱リチウムエナジージャパン 蜂屋 668
ユウキ産業㈱ 蜂屋

H27

100
㈱藤尾設備工業所 蜂屋 107
㈱ユタカ産業 伊勢落 1,300
呉羽テック㈱ 岡 210
トヨタ部品滋賀共販㈱ 手原 H28 93
合　計 16企業 7,334

　平成25年度から「りっとう美知メセ
ナ」を実施する企業には、４年間の継
続への感謝を込め、市から表彰します。
　活動を続ける甲共舗道㈱は、「毎月
１回、清掃活動をしています。高野神
社周辺の市道の低木を地域の皆さんが
手入れをしてくださっているようで、
活動を継続することで、まち全体の環
境美化意識の高まりを感じます」と話
してくださいました。

４年間の実施企業を表彰

「ごみゼロ大作戦」に１４１人が参加し、８０㎏のごみを回収
　

５
月
28
日
、
滋
賀
日
産
リ
ー
フ

の
森
（
金
勝
山
県
民
の
森
）
周
辺

で
開
催
さ
れ
た
「
ご
み
ゼ
ロ
大
作

戦
」。参
加
者
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

■
選
手
た
ち
12
人
が
参
加
！

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り

っ
と
う 

栗
東
Ｆ
Ｃ

・
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う

考
え
で
な
く
、
そ
の
誰
か
に
な

ろ
う
と
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

・
自
分
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る

の
も
、
地
域
あ
っ
て
の
も
の
で

す
。
地
域
に
感
謝
の
気
持
ち
を

返
す
た
め
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

・
地
域
貢
献
に
よ
り
、
将
来
、
栗
東

に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
人
材
を
育

て
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
新
入
社
員
８
人
が
参
加
！

　

三
恵
工
業
㈱

・
新
入
社
員
を
含
め
、
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
新
入
社
員
に
よ

る
取
組
み
と
し
て
、
毎
年
の
恒

例
行
事
と
し
て
お
り
、
今
後
も

こ
の
活
動
に
協
力
し
た
い
で
す
。

毎
月
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

約
20
袋
の
ご
み

就
業
前
に
毎
月
約
60
人

㈱
リ
チ
ウ
ム
エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

問土木交通課 管理用地係
　☎551-0292　 552-7000

５

＜登録企業（H29.3.31 現在）＞

※本年度から、ゴウダ㈱（出庭・85m）
の参加登録をいただいています。

FAX 毎年、栗東 FC の選手が
参加してくれています
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節電と省エネに取り組み、地球にやさしい生活を

　

夏
は
冷
房
の
使
用

な
ど
に
よ
り
電
力
需

要
が
増
え
る
季
節
。

　

熱
中
症
な
ど
に
気
を

つ
け
、
健
康
に
無
理
の

な
い
範
囲
で
、
節
電
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り

組
み
、
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

■
節
電
と
省
エ
ネ
へ
の
一
工
夫

◦
冷
房
編

・
環
境
省
推
奨
の
温
度
は
28
℃
。

・
扇
風
機
と
エ
ア
コ
ン
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
涼
し
く
。

・
フ
ィ
ル
タ
ー
や
室
外
機
を
こ
ま

め
に
掃
除
。

・
室
外
機
に
す
だ
れ
を
掛
け
た

り
、
風
の
通
り
を
良
く
し
た
り

す
る
工
夫
で
節
電
。

◦
冷
蔵
庫
編

・
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
は
適
温

（
中
～
弱
）
に
設
定
。

・
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
、
冷
や
す

効
率
が
低
下
。

・
開
閉
は
最
小
限
に
。
10
秒
間
開

け
る
と
3
～
5
℃
も
上
昇
。

・
新
鮮
な
旬
の
地
元
食
材
を
購

入
。
地
産
地
消
で
、
フ
ー
ド
マ

イ
レ
ー
ジ
（
食
料
の
輸
送
距

離
）
が
小
さ
く
な
り
、
Ｃ
Ｏ
2

の
削
減
効
果
あ
り
。

問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係 　

　

☎
551-

０
３
３
６ 　

554-

１
１
２
３

FAX

　

初
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
ホ
タ
ル
か
ら

環
境
を
考
え
る
取
組
み
が
市
内
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

葉
山
東
学
区
で
は
、
毎
年
、
本
市
の

生
涯
学
習
課
も
共
催
し
、
地
域
振
興
協

議
会 

環
境
交
通
部
会
が
ホ
タ
ル
鑑
賞
会

を
開
催
。
１
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る

人
気
の
催
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
６
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、

53
人
が
琵
琶
湖
博
物
館
の
学
芸
員
に
よ

る
ホ
タ
ル
の
話
や
ク
イ
ズ
で
知
識
を
深

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
手
作
り
の
う
ち

わ
を
手
に
、
約
１
１
０
人
が
、
中
ノ
井

川
周
辺
で
ホ
タ
ル
鑑
賞
。
ホ
タ
ル
を
見

つ
け
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
行
事
は
、
約
15
年
前
か
ら
続
い

て
い
ま
す
。住
宅
開
発
も
進
み
ま
し
た
が
、

ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
中
ノ
井
川
の
美
し
い

環
境
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
主
催
者
の
一

人
は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

６
月
10
日
は
、
こ
ん
ぜ
清

流
米
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ホ
タ
ル

鑑
賞
会
が
10
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
市

内
外
か
ら
約
80
人
が
参
加
。
守
山
市
ほ

た
る
の
森
資
料
館
の
職
員
を
講
師
に
、

「
こ
ん
ぜ
清
流
米
」
が
育
つ
、
金
勝
地

域
で
も
特
に
水
の
美
し
い
棚
田
周
辺
を

舞
台
に
ホ
タ
ル
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
ま
ち
、
栗
東
。

子
ど
も
た
ち
が
美
し
い
ホ
タ
ル
の
飛
翔

を
楽
し
み
な
が
ら
、
環
境
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。　

15
年
前
か
ら
１
０
０
人
以
上
が

参
加
す
る
葉
山
東
学
区

金
勝
地
域
で
も
特
に
水
の
美
し
い

こ
ん
ぜ
清
流
米
の
棚
田
で
観
賞

美しい水辺に生息する

ホタルから

環境を考えよう。

①④こんぜ清流米研究会②③葉山東学
区のホタル鑑賞会。いずれも家族や友
人とのふれあいを深めながら、環境を
考えるひとときになっています。

１

２

３

４
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行動する人からの

メッセージ。

未来のために

賢い選択を。

①治田西学区で地球温暖化防止講座をする井上さん②「身近で楽しくエコ！」とエコキャンドル作り。創造力も高まります。「利用
の仕方次第で価値観が変わり、ごみは遊べる友達になります」とアニコーさん。③平成22年から寄付を続ける、「マザーレイク滋賀
応援基金」の合計が６月で50万円に。えこらを応援するメンバーは250人以上。資源ごみ回収場所は、ホームページをご覧ください。

１２３

　「循環型社会創造研究所
えこら」代表。えこらは、
市民や団体、企業とコラ
ボレーションしながら持
続可能な社会の実現を目
指す非営利団体。
　資源寄付、環境学習、
エコクッキング、エコツ
アー、エコサークルなど
多様な活動で、環境保全
に取り組んでいる。

　滋賀県が委嘱する「環
境自治推進員」１期生を
経て、「NPOびわ湖環境」
でISOの普及に関わる。
　12年前から、「滋賀県
地球温暖化防止活動推進
員」として活躍。里山自
然体験にも関わり、毎年
約600人の子どもたちが自
然を愛する心を育んいる。

藤田 アニコーさん
（36 歳・上砥山）

井上 博之さん
（77 歳・高野）

■
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

井
上
さ
ん
：
会
社
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
関
わ
り
、

地
球
環
境
を
危
惧
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
後
、「
環
境

自
治
推
進
員
」
に
応
募
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
い
く
つ
か
の
環
境
団
体
に

加
わ
り
、
現
在
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

ア
ニ
コ
ー
さ
ん
：
13
年
前
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

か
ら
日
本
に
留
学
し
、
環
境
問
題
に
取

り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
た
ち
と
出
会
い
ま

し
た
。
便
利
な
日
本
で
す
が
、
裏
返
す

と
環
境
破
壊
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
、「
大
き
な
問
題
だ
が
、
自
分
た
ち

が
変
わ
ら
な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い
。

自
ら
が
行
動
し
よ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

井
上
さ
ん
：
主
に
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」
と
し
て
、
環
境
講
座
や
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
で
啓
発
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
や
児
童
館
で
も
開
催
し
、
学
習
器

具
に
よ
る
体
験
学
習
を
重
点
に
、
子
ど
も

た
ち
に
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
教
材
開
発
や
学

習
器
具
の
作
製
・
修
理
も
行
っ
て
お
り
、

中
で
も
「
昔
の
火
起
こ
し
」
は
人
気
教
材

の
一
つ
で
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ニ
コ
ー
さ
ん
：
琵
琶
湖
の
環
境
保
全
の
た

め
、
協
力
を
得
な
が
ら
、
缶
や
油
・
キ
ャ
ッ

プ
な
ど
の
資
源
を
集
め
て
い
ま
す
。
売
却

収
益
の
一
部
は
琵
琶
湖
を
守
る
た
め
の

二
つ
の
基
金
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
に
合
わ
せ
て
80
万
円
以
上
の
寄
付
が

で
き
ま
し
た
。
約
４
０
０
㎡
の
ヨ
シ
群
落

を
再
生
で
き
る
金
額
に
な
り
ま
す
。

■
活
動
か
ら
何
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

井
上
さ
ん
：
未
来
の
環
境
を
守
る
に
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
関
心
を
持

ち
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
や
行
動
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

多
く
の
人
た
ち
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
草
の
根
運
動
的
に
地
道
な

活
動
し
か
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ア
ニ
コ
ー
さ
ん
：
「
も
っ
た
い
な
い
」
精

神
を
大
切
に
し
、
自
然
と
共
存
し
て
き
た

日
本
古
来
か
ら
の
知
恵
を
現
代
の
技
術

に
あ
わ
せ
る
と
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
エ

コ
は
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い

る
大
豆
の
一
部
は
ア
マ
ゾ
ン
で
生
産
さ

れ
、
熱
帯
雨
林
の
伐
採
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
表
面
的
な
も
の
で
な
く
、
そ
の
裏

側
を
知
り
、
未
来
の
た
め
に
賢
い
選
択
を

し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※地球温暖化防止活動推進員に
よる無料出前講座は

　 http://www.ohmi.or.jp/ondanka/
※えこらホームページは
　 http://ekora.jp/

※地球温暖化防止の取組み「COOL 
CHOICE」に賛同登録しましょう！

 クールチョイス 検索

廃油を使ったエコキャンドル。着色はクレヨン、芯はあぶらとり紙です。
コミセン大宝東で午前中、７月21日㈮はエコチョコ作り、28日㈮はエコ
キャンドル作りを開催。詳しくはえこらホームペ－ジをご覧ください。

環
境
保
全
の
た
め
に
自
ら
行
動
す
る
人
が

い
ま
す
。
代
表
し
て
二
人
に
伺
い
ま
し
た
。
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